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横国大試算「人口減が影響」

環
境
に
良
い
と
さ
れ
る
長

寿
命

・
高
断
熱
の

「
エ
コ
住

宅
」
よ
り
も
、

短
寿
命

・
低

断
熱
の
住
宅
を
二
〇
三
〇
年

ご
ろ
ま
で
は
多
く
建
て
る
方

が
、

日
本
全
体
の
長
期
的
な

二
酸
化
炭
素

（Ｃ
０
２

）
排

出
量
が
少
な
く
な
る
と
の
試

算
を
横
浜
国
立
大
学
の
本
藤

祐
樹

・
准
教
授
ら
が
ま
と
め

た
。

政
府
は
百
年
以
上
住
め

省
エ
ネ
効
果
の
あ
る
長
寿
命

・
高
断
熱
住
宅
の
普
及
を
温

暖
化
対
策
と
し
て
進
め
て
い

る
が
、

将
来
の
人
口
減
少
の

影
響
で
、

そ
の
利
点
を
生
か

し
切
れ
な
い
た
め
と
い
う
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
社
会
全

体
の
Ｃ
０
２

排
出
量
を
百
年

単
位
で
予
測
す
る
新
手
法
を

異
寿
命
善
同
断
熱
」
は
効
果
薄

が
特
徴
。

こ

れ

を

使

っ

て
、　

一
九
九

五
年
か
ら
百

年
間
に
ど
ん

な
タ
イ
プ
の

住
宅
を
建
て

る
と
、

排
出

量
を
最
少
に

で
き
る
か
を

試
算
し
た
。

今
後
二
十

開
発
し
た
。

製
品
単
独
の
製

造
や
廃
棄
に
伴
う
排
出
量
だ

け
で
な
く
、

そ
の
時
期
や
普

及
度
、

さ
ら
に
一雇
用
な
ど
社

会

へ
の
影
響
も
考
慮
す
る
の

年
あ
ま
り
は
短
寿
命

・
低
断

熱
を
多
く
建
て
る
方
が
最
終

的
な
排
出
量
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か

っ
た
。

例
え
ば
、　

一

〇
年
だ
と
国
内
の
住
宅
を
短

2030年までは「無駄」
寿
命

・
低
断
熱
三
九
％
、

長

寿
命

・
高
断
熱
八
％
の
割
合

と
す
る
の
が
最
適
。

長
寿
命

・
高
断
熱
は
三
〇
年
以
降
に

割
合
を
高
め
、

今
世
紀
後
半

に
新
築
の
大
半
を
切
り
替
え

る
の
が
理
想
的
と
い
う
。

長
寿
命

・
高
断
熱
住
宅
は

建
築
材
料
が
増
え
排
出
量
は

多
く
な
る
が
、

長
期
間
で
み

れ
ば
排
出
量
を
抑
制

で
き

る
。

だ
が
、

今
回
の
試
算
だ

と
、

人
口
減
で
住
宅
需
要
が

減
り
、

使
え
る
の
に
空
き
家

に
な
る
な
ど
無
駄
が
出
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
自
動
車

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
も
同

様
の
試
算
を
し
て
、

Ｃ
０
２

削
減
の
最
適
手
段
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
し
て
い
る
。


